
復興支援 活動報告書 
 

被災支援ボランティア団体 
「おたがいさまプロジェクト」 大竹 修 

 
復興支援ボランティア・ツアーVol.07 「神戸から倉敷へ」が終了しましたので、 
下記の通りご報告致します。 
 

記 
 

【活動日時】　 
　2019年2月23日（土） 7時～19時 

【活動場所】 
　岡山県倉敷市真備町 

【ボランティア参加者数】 
　19名（男性8名,女性11名/初参加7人,学生10人,当日欠席1名） 

 
【その他】 

　本ツアーは赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート基金」の助成事業です。 

　また下記の皆さまのご支援でなりたっております。 

　大吉財団 、 神戸学院大学 任意団体「ママパパお助け隊」、4Mコンサート 、 個人様のご寄付 

 
【活動内容】 
　１.学習支援 

　２.こども支援 

　３.見守り活動および、足湯＆お茶会などのサロン活動 

　４.写真洗浄 

　５.真備総仮設・市場仮設住宅にて打ち合わせ　　　　　　　 

　 

【詳細／情報共有】 
 

１.学習支援 

場所 箭田コミュニティセンター（サンサポート オカヤマ様所有スペース） 

作業時間 1.5時間（13時30分～15時） 

ボランティア数 1名 

受益対象者数 4名（小学6年生1名、中学1年生2名、保護者1名） 

支援・協力団体 サンサポートオカヤマ様（場所提供）、つむぎママ様（告知支援） 
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2019年2月23日 

作業内容 学習支援 

詳細・情報共有
等 
 
 
 
 

　サンサポートオカヤマ様の場所提供により実現。 
塾講師経験者を迎え、無料の学習指導（宿題、勉強方法、進路相談）を行なった。 
保護者の方にも、勉強の指導方法などを説明を行なった。 
 
＜活動の成果＞ 
　１.適切な指導により進学への明確な勉強方法やヴィジョンを持つことを促せた。  
　２.親身に説明することで、将来の不安を取り除き、前向きに考える力を養えた​。  

　​３.保護者の方に対しても、今の勉強方法などを説明し、子供と一緒に勉強に向き

合える方法を伝えることが出来た。  
　　 

　　　　 チラシ 
 

 
 
　学生の為に集中して勉強に励んでもらえる貴重な時間を提供出来た。　 
参加者からの評判もよく、サンサポート様より今後も空いていれば、スペース利用の

了承を頂けたので、学習指導はもとより、進路相談や悩みなどを聞けるサロンの役割

も含めて事業を行っていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（岡本様とスペース前にて）　　　　　参加者からの感想 

 

２.こども支援 

場所 ①岡田仮設住宅　②市場仮設住宅 

作業時間 5時間　①10時～12時 ②13時〜15時 

ボランティア数 ①9名　  ②9名 

受益対象者数 ①20名　②7名 

支援・協力団体 神戸学院大学「ママパパお助け隊」​（物資提供）​一般財団法人 大吉財団​（物資提供） 

作業内容 ゲーム大会（ビンゴ）、レクリエーション等 
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2019年2月23日 

詳細・情報共有等 　前回の参加者数（3名）が少なかったことを踏まえ、①景品付きのゲーム②チラ

シのデザイン変更を行なった事で、参加者が10倍増えた。 
特にチラシに関しては、SNS上での拡散も多々あり、今後広報活動も注力してい

く。 

　　​➡  　　　  

前回までのチラシ　　　　　　　　　　　　　今回のチラシ 
 
　ボランティアも率先して子供たちとふれあい、全員が笑顔の絶えない時間となっ

た。景品も子供達の満足のいくもので、声をあげて喜んでいた。 
 
 
 
 

（クマのプレゼントとずっと離さずに 
持っていた女の子） 

 
 
 
 
 
　岡田では、仮設以外からもたくさんの子供が参加してくれたことで、とても賑や

かになった。地域コミュニティを広げていくためにも、今後も活動を続けたい。 
 
　市場での活動は５回を迎え、「待っていたよ！」と笑顔で来てくれたことが何よ

り嬉しかった。このまま良好な関係でイベントを行い、地域コミュニティを形成す

るためにも引き続き活動を行う。 
 
＜活動の成果＞ 
　１.日々のストレスを発散。不安や悲しみを取り除き、生きる強さに昇華するサポートを行

なうことができた。  

　２.地域住民と触れ合うことで社会性の能力を伸ばすことが出来た。  

　３.他人を思いやれる暖かい心を育てた。  
 
 
 
 
 
 
 

（岡田仮設）　　　　　　　　　　　　（市場仮設） 
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2019年2月23日 

 

４.見守り活動および、足湯＆お茶会などのサロン活動 

場所 ①岡田仮設住宅　②市場仮設住宅 

作業時間 5時間　①10時～12時 ②13時〜15時 

ボランティア数 ①9名　②9名 

受益対象者数 ①20名　②10名 

作業内容 訪問活動、足湯、お茶会などのサロン活動 

詳細・情報共有等 【訪問活動】 
　仮設住宅にお伺いし、団体の紹介やお茶会のお誘い、困りごとはないかなどの

聞き込みを行った。 
 
【足湯・傾聴活動】 
　岡田では初めての活動だったが、チラシの効果、同場所でこどもイベントもあ

り、ご年配の方も積極的に参加してくれた。 
 
　市場では５回目となり、住民の方たちの信頼関係が築けつつある。その一方

で、​住民同士で初めて会話をしたという方もおり、良好なコミュニティ形成の場

として、今後も活動したい。 
 
　ボランティアが誠意を持って傾聴してくれたおかげで、とても和やかなお茶会

になり、住民同士のコミュニケーションも良好となった。 
 
 
　子供達と大人が一緒にいて笑いあえる空間は地域コミュニティとしては理想な

ので、今後も積極的に行いたい。 

　　  
（岡田仮設）　　　　　　　　　　　　（市場仮設） 

 
-傾聴内容抜粋- 
　​「​頂いた物資は大事に使っている。被災直後は血圧が高くなっていたが、みな

さんのおかげか症状が軽くなった​」 
 
　​「息子さんと二人暮らし、ふだんは家で寝てるだけでみんなで集まって話す機

会もない。」（そのあと、仕事のお話など楽しそうに話して頂けた） 
 
※残りは添付資料を参照 
-情報共有- 
（市場） 
　訪問時に、季節柄か体調不良で、精神的にも辛そうな方が２人ほどいらっ

しゃった。 
　エアコンが各家庭１機しかないので、部屋によっては寒い。 
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2019年2月23日 

（岡田） 
　トイレに便座カバーがなく、貼るタイプのシートでもあれば寒さを凌げるので

は→物資支援をされている石橋様にご連絡をし、購入について現地と相談するよ

う依頼をした。(2月28日） 
 
＜活動の成果＞ 
　１.被災者同士の良好なコミュニティ形成のサポートが出来た。  

　２.リラックスしてもらいながら、談話を楽しんでもらい、被災者の悲しみや怒りに寄り添う

ことが出来た。 

　３.子ども達が参加するイベントを同時に行いコミュニケーションが出来る場所を提供出

来た。  

 

　　 　 
（岡田仮設）　　　　　　　　　　（市場仮設） 

 
４.写真洗浄 

場所 倉敷市真備町災害ボランティアセンター内 

作業時間 約4.5時間（9時30分～15時） 

ボランティア数 18名 

受益対象者数 約20名 

作業内容 写真洗浄 

支援・協力団体 「あらいぐま岡山」福井様（作業指示）、NPO旅商人永井様（日程調整） 

詳細・情報共有等 旅商人 永井様にご紹介。あらいぐま岡山の福井様よりご調整頂き、写真洗浄を行

なった。 
 
泥で汚れた写真を１枚ずつ丁寧に汚れを落とす作業を行う。 
汚れた写真はバクテリアが周りから侵食していき、白くなって、放置しておくと

見れなくなってくる。その侵攻をとめるために水・エタノール水溶液で洗浄しな

くてはいけない。 
 
簡単な作業ではあるが、被災者の心に寄り添える大切な活動で、初心者には向い

ていると言える。 
 
今後、神戸市内でボランティア活動ができる様に、遠隔作業として神戸市内で写

真洗浄をするため福井様と連絡をとりあう事になった。 
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＜活動の効果＞ 
　１.バスを利用して大人数での効率の良い活動が出来た。 

　２.活動中や休憩時間などに、ボランティア経験者と未経験者との交流を通して、防災や

ボランティアの意義を感じてもらった。 

（あらいぐま岡山 代表 福井様と） 

 

 
４．その他（打ち合わせ） 

場所 ①真備総仮設住宅　②市場仮設住宅 

ボランティア数 １名 

作業時間 30分程度 

作業内容 次回（3月30日）の打ち合わせ 

情報共有等 ①世話役のタカミ様と次回打ち合わせとチラシを提出した。（全世帯に配らない

といけないので、足りない分は後日郵送する） 
　活動内容（こども支援（おかし作り）、サロン活動（足湯・お茶会）） 
 
②世話人の渡辺様と3月30日の打ち合わせを行なった。 
　内容は①と同じ 
 

　　  
30日のチラシ 
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2019年2月23日 

【所感】 
平成30年7月豪雨から７ヶ月たち、復興支援も後期に入っています。 
作業も泥のかき出しや瓦礫撤去などから、写真洗浄と慰問ボランティアに移行しつつあります。 
 
そしてこの後期にどれだけ「心のケア」を行えるかで、子供達のPTSD、ご年配の孤独死を防ぐこ

とが出来ます。 
 
私達の団体は特にこども支援、良好なコミュニティ形

成を重視して活動しております。 
 
子どもたちが笑顔で過ごせない世界に価値はありませ

ん。 
 
その為にも、健全で思いやりのある地域にするため

に、活動を続けてまいります。 
 
大人、子供が同じ場所で笑いあう世界。 
それを通じて、子供は人を思いやれる大人に成長する。 
 
愛情を与えた子どもたちは必ず、世界を暖かく照らしてくれる存在になってくれます。 
 
私達は倉敷から遠く、活動にも限界がありますが、それでもTwitterやLINEなどで、団体の広報活

動をしてくれたりと、たくさんの支援団体や被災者の方と信頼関係が築き上げております。 
これからも被災地に寄り添う気持ちを忘れず、活動していきたいと思います。 

 
そして、今回も約半数がボランティア未経験、

学生参加という理想的な形になり、復興の一助

になったと共に、​まだ復興が終わっていない現

状や、ボランティア・防災の意義を感じてもら

える​、十分実りのある活動となりました。 
 
 
（ボランティアの人が真備に向けて書いてくれ

たメッセージ） 
 
 
 

 
最後にこのような機会を頂けた、中央共同募金会様。４Mコンサート実行委員会様、神戸学院大学

ままぱぱお助け隊様、大吉財団様、倉敷市役所 小川原様、西原様、そしてご寄付頂いた皆さまに

心より感謝をお伝えしたいと思います。 
　 
本当に有難うございました。　 
おたがいさまプロジェクト代表　大竹 
 
【今後の活動について】 

3月30日 

真備総・市場仮設住宅にてこども支援＆足湯活動 
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【傾聴アンケート 9件】​　 
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【参加者からの感想 15件​（参加者数18名（回収率83％）​】 
 
（10代・学生・初参加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（20代・学生・初参加） 

 
 
（20代・学生・初参加） 
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（20代・学生・初参加） 

 
（20代・学生・初参加） 
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（20代・学生) 

 
 
 
 
 

（20代・学生) 

 
（20代・社会人・初参加) 
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（30代・社会人) 

（30代・社会人)

 
（20代・社会人) 

 
（30代・社会人) 
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